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                 いのちの交わり 

     千葉俊一神父 

１０月３１日はハロウィン、１１月１日は諸聖人、２日は死者の日です。ハロウ

ィンは言うまでもなく教会の行事ではありませんが、実はこの３日間はもともと１

つの宗教祭儀でした。 

古代のヨーロッパ一帯（ギリシャ、ローマから見れば北方）にケルトと呼ばれる

人々が独自の文化をもって生活しておりました。彼らは死者が生き続ける世界がある

ことを信じており、季節が秋から冬に移るこの時期に、死者との交流の祭儀を通して

地上のいのちの力の回復を願いました。一方、教会は早くから殉教者の記念、死者の

記念の実践を行っておりましたが、ケルトの人々がキリスト教化された後彼らの宗教

習慣を取り入れました。結果的にそれが典礼としての諸聖人の祭日（万聖節）と死者

の日となり、祝祭としての面がハロウィンとして残りました。 

 キリストを通して永遠のいのちの与えることを信じるわたしたちは、この３日間を

天上と地上のいのちの交わりを思いめぐらす時として過ごすよう招かれています。 

                              １０月１８日 

 

 

 

  

（発行者）富士吉田カトリック教会 
（住所）〒403-0005     

山梨県富士吉田市上吉田 3-5-7 

（TEL&FAX）0555-22-3199 

２０２１年１１月４７１号     ホームページ http://www.fgo.jp/~catholic/ 

おとずれ 
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感謝と喜びの集い 2021 

11月 21 日主日のミサ後 

 

ご家庭では、家のカレンダーを見ながら「今年もあと２か月ね・・・」などという会話をされてい

る頃でしょうか？ 

教会では１１月２１日が「王であるキリストの祭日」教会暦最後の主日となっております。そし

て今年も大幅に規模を縮小し「感謝と喜びの集い」を行いたいと思います。 

この「感謝と喜びの集い」は 

①教会暦終わりの主日「王であるキリストの祭日」に「集い」を行うことによって、この一年間の 

神の恵みに感謝をささげる。                         

②世界中の人々との繋がりや地域との関わりを意識し、喜びを共にする。 

ことを目的にして、２００８年より名称を「感謝と喜びの集い」に変更し、毎年行っております。

例年は富士五湖ダルクの皆様のご協力（おいしい焼きそば）やご近所の方々にもお声かけして、楽

しいひと時をおくっておりました。 

しかし残念ながら今年も感染症対策のため、今までのような形をとれません。 

そこで昨年同様、野菜を中心に幼稚園の園庭でささやかな販売を行い、「信徒有志野菜市」の収益

金と共に 

・国連ＷＦＰ（国際連合食料計画） 

・日本ユニセフ 

・明泉会インドスポンサープログラム＊の３団体に寄付することを２０２１年１０月の教会委員

会でご了承いただきました。 

この日は、幼児洗礼１名、頑張ってお勉強した日曜学校生１名の初聖体も予定されています。 

ささやかではありますが、教会帰りの秋のひと時、和んで帰っていただければ幸いです。 

古切手、ベルマークも集めます。この箱に入れてください！↓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊明泉会インドスポンサープログラム・・・インドの子供たちを援助するかたわら教育を受けず虐げられ

た貧困に苦しむ女性たちの自立のため様々な援助を行っている。支援先は「マリアの御心会」の現地シスタ

ー方が運営。 

 当日はお持ち帰りの品を用意いたします。現場での飲食はお控えください。 

（感謝と喜びの集い実行委員：東海林美佐子・江守香代子） 
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教会委員会記録 

 

１０月１０日２０名参加  

1.  10 月～11 月の典礼について・・・10 月は「こよみ」ページ参照 

 

2.  新型コロナウイルス感染症対策におけるミサについて 

①聖体奉仕者、侍者はしばらく中止。 

②聖体拝領の前にアルコール消毒を行う。司祭館でミサに与っている方々も聖堂でご聖体を 

いただく。 

③祈りのカード 

  ・「新型コロナか感染症に苦しむ世界のための祈り」・・・各自一枚持ち帰りミサの時に 

持参 

  ・「二ケア・コンスタンチノープル信条」「使徒信条」・・・月１回使用。                        

ミサの後に返却。ミサ後消毒。 

  ④自分が使用した「聖書と典礼」は持ち帰る。 

  ⑤許しの秘跡は告解部屋を使わず、香部屋で行う。 

 

3．「２０２２年度予算」の承認 

  ・今年度はミサ中止の影響、巡礼者の激減を受け、ミサ献金の大幅減少が見込まれる。 

来年度も不透明な状況であるが、主日ミサ、復活祭、クリスマスが行える前提で予算を 

作成した。 

  ・小規模修繕として、フェンス・塀の補修の見積、ポスト外壁汚れの見積、雨水浸透桝の 

見積をとり検討する。 

  ・感染状況を考えながら、現在箱の中に入れていただいているミサ献金のやり方を考えて 

いきたい。 

  

4. 大掃除の日程。１０月１７日予定。 

 

5. その他 

  ・既存のマリア像については、幼稚園倉庫にとりあえず来年春頃まで保管していただく。 

  ・森田神父様の金祝のお祝いとして、園庭で記念撮影をした写真をお届けする。 

  ・今までタウンページに教会の広告を掲載していたが、教会ホームページが充実してきた 

   ので、来年度は解約する。 
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11のミサ奉仕 

 

日 先唱 聖体奉仕者 侍者 第１朗読 第２朗読 検温 

 7 東海林義夫   福永好雄 江守香代子 志村 

14 大野 隆   小山田匡宏 曾根美香 江守 

21 東海林美佐子    渡辺幹雄 相沢千代子   東海林 

28 江守香代子   宮本二郎 小松二三子 宮本 

       

 

こ よ み             

２０２１年１１月 

１日（月）諸聖人（祭日） 

２日（火）死者の日 

５日（金）初金曜日ロザリオ１０：００  ミサ１０：３０ 

７日（日）年間第３２主日 ミサ９：３０ 教会委員会 

（聖堂掃除は吉田地区・河口湖地区） 

  

１４日（日）年間第３３主日子供と共に捧げるミサ９：３０ 

           貧しい人のための世界祈願日（聖堂掃除は日曜学校・山中・忍野地区） 

２１日（日）王であるキリスト（祭日） ミサ９：３０ 初聖体 幼児洗礼式 

                「感謝と喜びの集い」ささやかなバザーを実施予定               

２８日（日）待降節第１主日 ミサ９：３０（聖堂掃除は吉田地区） 

３０日（火）聖アンデレ使徒（祝日） 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

      イタリア語教室  月曜１０時 １日・８日・２２日・２９日 

日曜学校     ミサ後   ７日・１４日・２８日 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 １２月 

  ３日（金）初金曜日ロザリオ１０：００ ミサ１０：３０ 

       日本宣教の保護者聖フランシスコザビエル司祭（祝日） 

  ５日（日）待降節第２主日宣教地召命促進の日（献金）  教会委員会 

 ８日（水）無原罪の聖マリア（祭日） 

 

 新型コロナウイルス感染拡大の状況で、変更の可能性があります。 

変更の際は、「教会の連絡網」での連絡及びホームページに掲載いたします 


